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有声閉鎖音 b d 9 惹
無声摩擦音 f S § X h
無声破擦音 ts 重§
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第一音節
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第二音節以下






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Schrδder TOAaeBa DMF 『土族語簡誌』　　『土漢対照詞彙』
pudziき nymKir
6y丑ar
pud2ig
budig
pudziG
budaG
puj／qig
budig
寧
料
文
染
（？）　　『土漢対照詞彙2にはgeri1のみ、『土族語簡誌k｝こは［Ger∂］のみ、　DMFにはgeriのみが記載されて
　　いる。『土漢語詞彙』にはgere〈形〉、ger31〈名〉と両方が記載されている。　VM王，1王ではgeri
　　ro鳶d6（Xoni　271），geril　r嬉dδ（Xoni　195）のような現れ方をするので、一方が形容詞、他方が名詞とい
　　う違いではない。
（8）　学名：Jeniperus　rigida　Sieb．　et　Zucc、、和名：ネズ（ネズミサシ）、一般名：杜松（トショゥ）、中
　　国名：柏樹、チベット名：巴珠木、チベット文後形：shug　pa。
（9）　出現頻度以外に考えられることは、例えば、　「家」は本来は子音語幹gerであるが、語末にiが添煎し
　　てgeriとなりうる。一方「北側」はgerilが本来の形であり、語末の1が脱落してgeriになりうる。ま
　　た、音飾宋のdはrになりうるが、音節末のrはdにはなりえないから、「蓮」は本来wadmaであり、
　　warmaともなりうる。一方「秤」は本来wa㎜aであって、　wadmaとはなりえない。
（10）　岡音異義語か否かは、方言によって違いがある。例えば、「毛」と「水」は同音異義語になる方言と最
　　小想立をなす方言とがある。
TOftaeBa DMF ガ±二族語簡誌』　　　窪土漢対照言司彙』
CA3e（φy双3e）
C双3y（φy双3y）
fudze
fu（並u
＄dzu
，gdzu
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水
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（11）　短母音を舌の龍後、高低によって分類すると、ほぼ次のようになろう。
　　簸
e　　§
e
t
：a
u
碁
0
a
（12）　中国の文献では、緊鎖音及び破擦音の二系列について有気音／無気音という表現をしていることが多い
　　が、これは中国語（漢語）における音素対立の概念を導入したもののように思われる。しかもこの傾向は
　　土族語に限らず、中國の少数畏族の言語の解釈によく見られるものである。有気音／無気音というからに
　　は、Voice　Onset　Time（VOT）るまどちらもプラスでなけれぱならないが、他の蒙古系の嘗語から判断し
　　て、土族語の場合は、おそらく一方はマイナスになるのではなかろうか。つまり、この二系列は（あまり
　　aspirationの強くない）無声音／aspirationは伴わないが無声化のon　glideを伴うことのある有声音な
　　いしは無声化した有声音（あるいはfortis／1enis）とすべきであろう。本稿ではこのことを承知したうえ
　　で無声膏／有声音と表現した。
　　　dsは従って、無声化のon　glideを伴った有声音であると考えられる。これを仮に半有声音と蓑してお
　　くことにする。
（13）　iは主観範麟、aは客観範鱒を表す。詳細eX　Cinggeltei（1981）を参照のこと。
（14）　命令形φ、意志形一ya、終止形一m，－na等の後に続く。
（15）　本来長母音か短偲音からからないが、感嘆詞であるから、長羅音と見なした。
（16）　Schrbder（1959：1王）には、ドイツ語の有名な『菩提樹』の歌にたとえてAm　brunnen　vor　dem　Tore
　　da　steht　ein　LindembaumをAmbru　nenvordemtore　dasteht　einlin　de磁baumのように前の語の後半と
　　次の語の前半をくっつけたような発音をすることがよくあったと記されている。畏短が曖昧になって理由
　　の一つはここにあるのではないかと思われる。しかし繁一音節に琶が現れることは稀であるのに、δは稀
　　ではないこと、逆にng　：音節以下には琶は頻繁に現れるのに、δは稀であることの理由はよくわからな
　　い。1、a、6という長母音は音節の位置に関わらず稀にしか出現しない。
（17）　位格と与位格の違いについては角道（1989a）を参照のこと。
（18）　単数というのは、TonaeBa（1960）、照那斯圏（1981）等の記述であり、正確な表現ではない。この蟄
　　尾辞は動詞の終止形、命令形、意志形、文末助詞、否定助詞以外のほとんどの品詞に付加し様々な機能を
　　有する。複数の概念を衷す語にも付きうる。名詞に限っても、初出、限定、話老交替、主題交替、確認、
　　反復等の機能を有する。詳細は角道（1989b）を参照のこと。
（19）　　「飲む」にはudzi－，　utsi－，　u－，　wu一等のバリエーショソがあり、VMIでは次のような現れ方をする。
分離翻動詞
分離副動詞
分離副動詞
結合副勤言司
仮定副動詞
巨蓄自勺≡姦囑動言司
終止形過去
形動詞過去
形動詞未来
ab＝　　　　　　士
，魁、　　　　’じ・
　　udzi－
udzi護n6（XM　174）
udziano（XM　185）
udzi（XM　172）
udzidza（MII玉8）
udzila（XM　175）
udzidzia（XM　94）
udzidzamba（XM玉73）
udzigu（XM　l70）
utsi一
utsiano（XM　283）
utsi（XM　196）
u　
Uwano
ula（B　17）
ugu（XM　221）
uya（B　26）
wu一
Nvuya（B43）
（20）　R6na－tas（1962：285）に詣摘されているように、　VMIにおいて音節末の1がrになっている語であるが、
　　1の形も出現する。
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　　　『土漢対照詞彙』にもxi1900－、　xirgOO－一爾方の形が掲載されているし、『土族語詞彙』にもcllgO：＿，
　　Girgo：＿爾方の形が掲載されていることから判断して、このバリエーショソは互助方言に広く観察される
　　ものであろう。
（21）　VMIに現れる語末に1を持った形と意味的に対応するのは、『土族語詞黎』の1を伴わないbarGaとい
　　う語である。この項目には、満州語barkiyambiからの借用という記毅がある。この満州語の形は土族語
　　ときれいに対応しない。1の有無がger藍～geriと隅じ性質のものかどうかはわからない。
（22）　r6gdz6m　Dguomb6　saij（Tib．　rigs　gsum　mgon　po　sangs）密宗事部三怯主、即ち佛部文殊の名箭の一部
　　に現れる語。
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